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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

   ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。  

   ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

   

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 

  
第83期 

第１四半期 
累計期間 

第84期 
第１四半期 
累計期間 

第83期 

会計期間 

自平成24年 
２月１日 
至平成24年 
４月30日 

自平成25年 
２月１日 
至平成25年 
４月30日 

自平成24年 
２月１日 
至平成25年 
１月31日 

売上高（千円）  7,285,370  7,490,311  27,333,725

経常利益（千円）  574,912  541,793  921,904

四半期（当期）純利益（千円）  315,754  305,992  386,934

持分法を適用した場合の投資利益（千円）  －  －  －

資本金（千円）  3,737,467  3,737,467  3,737,467

発行済株式総数（株）  36,692,267  36,692,267  36,692,267

純資産額（千円）  11,312,508  11,842,132  11,532,753

総資産額（千円）  18,771,241  19,358,602  20,315,389

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  8.71  8.44  10.67

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  －  －  －

１株当たり配当額（円）  －  －  4.00

自己資本比率（％）  60.3  61.2  56.8

２【事業の内容】
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 当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。  

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。   

   

     当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。      

  

(１)業績の状況   

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済・金融政策の期待感などから円安や株高が

進行し、景況感や消費者マインドの回復に明るい兆しが見られたものの、雇用・所得環境の改善には至らず、

先行き不透明な状況で推移いたしました。  

このような状況のもとで、当社はお菓子を通して心豊かな生活をお届けすることを基本姿勢とし、商品の開

発・改善により売上向上に取り組むとともに、「すべてはお客様の笑顔のために」を基本とし、安心、安全か

つ高品質な商品をお客様に提供し続けることに注力いたしました。 

売上高につきましては、バレンタインデーをはじめとするイベント商戦の成功に加え、東京や大阪の土産市

場向け商品などの好調な推移もあり、当第１四半期累計期間の売上高は 百万円（前年同期比2.8％増）と

なりました。 

損益面におきましては、新規出店に係る経費の発生、原材料費の増加などによる売上原価率の上昇により、

営業利益は 百万円（前年同期比6.1％減）、経常利益は 百万円（前年同期比5.8％減）、四半期純利益は

百万円（前年同期比3.1％減）となりました。  

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

［洋菓子製造販売事業］ 

干菓子につきましては、バレンタインデーやホワイトデーをはじめとするイベント商戦の成功や「東京スカ

イツリークリスピーショコラ」、「通天閣クリスピーショコラ」などの土産市場向け商品が好調に推移したこ

となどにより、前年同期を上回る売上高となりました。洋生菓子につきましては、デイリーユース向けのゼリ

ー、ケーキなどが低調に推移し、前年同期を下回る売上高となりました。  

その結果、当事業の売上高は7,063百万円（前年同期比2.7％増）となりました。  
   

［喫茶・レストラン事業］ 

喫茶・レストラン事業につきましては、西日本初のセルフ形式の店舗となるカフェモロゾフ神戸ハーバーラ

ンドｕｍｉｅ店をはじめとした店舗の新規出店、メニュー再編、集客イベントの開催などにより売上拡大を図

り、売上高は426百万円（前年同期比5.1％増）となりました。  

   

(２)財政状態  

 当第１四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ956百万円減少し、 百万円となりまし

た。資産の増減の主なものは、現金及び預金の増加額1,721百万円、有価証券の増加額1,199百万円、受取手形及

び売掛金の減少額3,002百万円、商品及び製品の減少額1,580百万円であります。負債は前事業年度末に比べ

1,266百万円減少し、 百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金の減少額1,170百万円、未払法

人税等の減少額179百万円、賞与引当金の増加額269百万円によるものであります。純資産は前事業年度末に比べ

309百万円増加し、 百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加額160百万円、その他有価証券評価

差額金の増加額148百万円によるものであります。  

      
(３)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(４)研究開発活動 

 当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、 千円であります。 

 なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。   

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

7,490

534 541

305

19,358

7,516

11,842

90,317
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。   

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  120,000,000

計  120,000,000

種類 
第１四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成25年４月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成25年６月13日) 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  36,692,267  36,692,267

大阪証券取引所 

東京証券取引所 

各市場第一部 

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

1,000株であります。 

計  36,692,267  36,692,267 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総数 
増減数（株） 

発行済株式 
総数残高(株) 

資本金増減額 
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金  
増減額(千円) 

資本準備金 
残高(千円) 

平成25年２月１日～ 

平成25年４月30日 
－  36,692,267  －  3,737,467  －  3,918,352

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

  

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式       437,000
－ 

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式 

完全議決権株式（その他） 普通株式    35,793,000  35,793 同上 

単元未満株式 普通株式       462,267 － － 

発行済株式総数  36,692,267 － － 

総株主の議決権 －  35,793 － 

  平成25年４月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％） 

モロゾフ株式会社 
神戸市東灘区御影本
町六丁目11番19号 

 437,000  －  437,000  1.19

計 －  437,000  －  437,000  1.19

２【役員の状況】
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１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年２月１日から平成25

年４月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年２月１日から平成25年４月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。  

  

  

  

第４【経理の状況】
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年１月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 716,696 2,438,644

受取手形及び売掛金 4,623,790 1,621,773

有価証券 2,200,049 3,400,047

商品及び製品 2,191,915 611,355

仕掛品 236,930 588,064

原材料及び貯蔵品 332,333 344,011

その他 268,858 364,168

貸倒引当金 △18,300 △6,500

流動資産合計 10,552,274 9,361,564

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,605,981 2,627,950

土地 3,234,337 3,234,337

その他（純額） 1,680,721 1,668,473

有形固定資産合計 7,521,040 7,530,761

無形固定資産 145,291 142,226

投資その他の資産   

投資有価証券 1,518,843 1,743,524

その他 578,140 580,726

貸倒引当金 △200 △200

投資その他の資産合計 2,096,784 2,324,051

固定資産合計 9,763,115 9,997,038

資産合計 20,315,389 19,358,602
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年１月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,866,837 1,696,098

短期借入金 2,118,400 2,118,400

未払法人税等 528,089 348,883

賞与引当金 246,450 515,654

その他 1,454,204 1,234,121

流動負債合計 7,213,982 5,913,157

固定負債   

長期借入金 820,600 753,500

退職給付引当金 336,399 383,605

環境対策引当金 25,726 25,726

その他 385,928 440,480

固定負債合計 1,568,654 1,603,312

負債合計 8,782,636 7,516,470

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,737,467 3,737,467

資本剰余金 3,921,300 3,921,338

利益剰余金 3,582,616 3,743,591

自己株式 △114,195 △114,484

株主資本合計 11,127,188 11,287,913

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 148,640 297,294

土地再評価差額金 256,924 256,924

評価・換算差額等合計 405,564 554,218

純資産合計 11,532,753 11,842,132

負債純資産合計 20,315,389 19,358,602
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（２）【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年４月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年２月１日 
 至 平成25年４月30日) 

売上高 7,285,370 7,490,311

売上原価 3,877,915 4,003,354

売上総利益 3,407,454 3,486,957

販売費及び一般管理費 2,837,722 2,951,977

営業利益 569,732 534,979

営業外収益   

受取利息 1,033 908

受取配当金 782 852

貸倒引当金戻入額 10,800 11,800

その他 6,658 5,708

営業外収益合計 19,273 19,269

営業外費用   

支払利息 13,339 11,913

その他 753 543

営業外費用合計 14,093 12,456

経常利益 574,912 541,793

特別利益   

固定資産売却益 1,000 －

特別利益合計 1,000 －

特別損失   

固定資産除売却損 4,719 9,304

特別損失合計 4,719 9,304

税引前四半期純利益 571,192 532,488

法人税、住民税及び事業税 413,292 335,517

法人税等調整額 △157,853 △109,021

法人税等合計 255,438 226,495

四半期純利益 315,754 305,992
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 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。 

  

    

  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成24年２月１日 至 平成24年４月30日） 

配当金支払額 

   

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成25年２月１日 至 平成25年４月30日） 

配当金支払額 

   

【会計方針の変更等】

当第１四半期累計期間 
（自  平成25年２月１日 
 至  平成25年４月30日） 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）   

 当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間から、平成25年２月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、この変更による当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。 

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 
前第１四半期累計期間 

（自  平成24年２月１日 
至  平成24年４月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自  平成25年２月１日 
至  平成25年４月30日） 

減価償却費 千円 194,891 千円 172,592

（株主資本等関係）

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 
 配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年４月26日 

定時株主総会 
普通株式 千円 145,033 円 4

平成24年 

１月31日 

平成24年 

４月27日 
利益剰余金 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 
 配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年４月25日 

定時株主総会 
普通株式 千円 145,017 円 4

平成25年 

１月31日 

平成25年 

４月26日 
利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成24年２月１日 至 平成24年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

   

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成25年２月１日 至 平成25年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

   

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

洋菓子製造 
販売事業 

喫茶・レスト
ラン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高 6,879,567 405,802 7,285,370  － 7,285,370

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －

計 6,879,567  405,802  7,285,370  －  7,285,370

セグメント利益 
又は損失（△） 

867,997 △12,829 855,168  △285,436  569,732

△285,436

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

洋菓子製造 
販売事業 

喫茶・レスト
ラン事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高 7,063,951 426,360 7,490,311  － 7,490,311

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －

計 7,063,951  426,360  7,490,311  －  7,490,311

セグメント利益 
又は損失（△） 

852,464 △25,159 827,305  △292,325  534,979

△292,325
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。 

   

（１株当たり情報）

  
前第１四半期累計期間 

（自 平成24年２月１日 
至 平成24年４月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成25年２月１日 
至 平成25年４月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 8 71 円 銭 8 44

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  315,754  305,992

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  315,754  305,992

普通株式の期中平均株式数（株）  36,257,764  36,254,282

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモロゾフ株

式会社の平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日までの第８４期事業年度の第１四半期会計期間（平成２５年２

月１日から平成２５年４月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２５年２月１日から平成２５年４月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。 

  

四半期財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モロゾフ株式会社の平成２５年４月３０日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年６月６日

モロゾフ株式会社 

取締役会 御中 

  有限責任監査法人ト ー マ ツ  

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 森 村  圭 志   印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 西 方 実     印 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。  
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